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は じ め に 

 

現在、お金の管理に関する制度がほとんどないことが問題となっています。自分で管理す

るか、成年後見制度を活用するかの 2択になっています。社会福祉協議会が実施する日常生

活自立支援事業は有益な制度ですが、財源や担い手の不足といった運用上の課題を抱えてお

り、選択肢になり得ていません。自分でお金を管理することが難しい方は、このような状況

にあっても、生活していかねばなりません。そのような方々を支援するのが財産管理サービ

スです。 

しかしながら、イベント等で啓発活動を行なっているなかで、「財産管理サービス」の認

知度が極めて低いことを痛感しています。お金の管理は自分で行うもの、それができないな

ら家族が行えば良いという認識が社会にはあるように思います。当法人では「それは、私の

お金です！」を合言葉に家族であっても本人の了解なしにお金の管理を行うことができない

ことを発信してきました。必要であれば成年後見制度の活用を検討しないといけませんが、

家族であればお金の管理を自由にできてしまうので、制度の活用は必要ないと考えておられ

る家族もあります。 

金融機関では振込詐欺やマネーロンダリング等の防止のため本人確認を厳格にしてきてい

ます。これまでは家族でも可能であった行為ができなくなってきています。社会のしくみと

して、お金の管理に厳しくなってきているのです。家族が本人のお金を本人の了解を得て管

理することは問題ありません。しかし、家族がゆえにその確認がおろそかになっていること

が懸念されます。本人の意図しないお金の管理は虐待であることを強く訴えないといけない

と考え、イベント等での啓発に力を入れてきました。 

またその一方で、利用者のお金を管理している施設等に対しても、適正な財産管理の方法

についての研修を行いました。 

こうした財産管理サービスの普及を目指した様々な取り組みを実施することができました

のも、日本財団から助成をいただけてのことです。ここに、心より感謝の意を表します。 

また、財産管理サービスに関心を寄せていただけた事業所のみなさまには、お忙しい中、

財産管理サービスモデル構築にご協力いただき、ありがとうございました。あらためて感謝

申し上げます。 
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（１）イベントへの出展 

 

①目的 

・財産管理の支援について理解を促進していく 

・相談コーナーを設けて不安の解消につなげる 

 

 

②出展イベント 

下記のイベントに出展して啓発を行いました。 

イベント名 開催日 開催場所 

ボラ堀商店街 2019年 5月 12日（日） 
からほりどーり商店街 

（大阪市中央区谷町 6） 

みどりのつどい 2019年 5月 19日（日） 
西原公園 

（堺市南区桃山台 1-4） 

北区ボランティアフェスティ

バル 
2019年 8月 31日（土） 

新金岡市民センター 

（堺市北区新金岡町 4-1-8） 

さかいボランティア・市民活動

フェスティバル 
2019年 10月 26日（土） 

堺市総合福祉会館 

（堺市堺区南瓦 2-1） 

まつばらボランティア市民活

動フェスタ 

2019年 12月 

7日（土）、8日（日） 

ゆめニティまつばら 

（松原市上田 3-6-1） 

わくフェス【中止※】 2020年 3月 8日（日） 
大阪狭山市立公民館 

（大阪狭山市今熊 1-106） 

 ※「わくフェス」は新型コロナウイルス感染症防止のため中止となりました。 
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③相談 

・相談件数 

イベント名 相談件数 

ボラ堀商店街 ５ 

みどりのつどい ３５ 

北区ボランティアフェスティバル １８ 

さかいボランティア・市民活動フェスティバル ２１ 

まつばらボランティア市民活動フェスタ※ ― 

わくフェス【中止】 ― 

合 計 ７９件 

※パネル展示がメインのまつばらボランティア市民活動フェスタでは相談コーナーは設けてい

ません 

 

・相談内容 

相談 相談件数 主な内容 

仕組みについて 

４１ 

どういった支援なのか 

誰が支援するのか 

費用はいくらか 

実施している施設はどこか 

行政は関与しているのか 

他制度について 

３３ 

成年後見制度 

財産管理、金銭管理サービス 

日常生活自立支援事業 

家族信託、相続・遺言 

その他 

５ 

詐欺防止の取り組み 

虐待について 

行政への不満 

税金 
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④パネルの掲示 

啓発パネルを作成しました 
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⑤イベントの様子 
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（２） 啓発ノベルティの作成 

 

①目的 

・出展イベント等で配布して啓発を行う 

・あとで見返して思い出していただく 

 

②作成物 

・インスタントコーヒー 

 お金の管理を行うことは生活を送る上で欠かせないことです。生活の一部になっていると

いうことを伝えるためにコーヒーにメッセージをつけて配布しました。 

  

 

・カードケース 

 お金の管理は財布などに入っている現金だけでなく、本人名義の口座に入っている現金も

含まれます。そのことを伝えるためにキャッシュカードを保管できるカードケースを作成

しました。 
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（３） 財産管理に関する情報発信 

 

①目的 

・まず財産管理サービスの存在を知っていただく 

・財産管理実施のポイントを紹介する（事業所向け） 

・財産管理サービスを身近なものだと理解していただく（市民向け） 

 

②内容 

■事業所向け「かんなびのお金新聞」 

・創刊号 

・発行月：2019年 7月 

・発行数：1,100部（A4,カラー印刷） 

・配布先：公的機関、施設、病院等 

 

・第 2号 

・発行月：2019年 11月 

・発行数：1,100部（A4,カラー印刷） 

・配布先：公的機関、施設、病院等 

 

 

■市民向け「ライフマネー通信」 

・創刊号 

・発行月：2019年 7月 

・発行数：1,100部（A4,カラー印刷） 

・配布先：公的機関、イベント配布等 

 

・第 2号 

・発行月：2019年 11月 

・発行数：1,100部（A4,カラー印刷） 

・配布先：公的機関、イベント配布等 

  



- 8 - 

 

■事業所向け 創刊号（表面） 
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■事業所向け 創刊号（裏面） 
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■事業所向け 第 2号（表面） 
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■事業所向け 第 2号（裏面） 
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■市民向け 創刊号（表面） 
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■市民向け 創刊号（裏面） 
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■市民向け 第 2号（表面） 
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■市民向け 第 2号（裏面） 
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財 産 管 理 モ デ ル の 

普  及 
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（１） 訪問研修会の開催 

 

①目的 

・実際に金銭管理を行う職員に直接、財産管理の意義を説明する 

・各施設でどのように財産管理サービスを実施しているのかを把握する 

 

 

②開催日時・場所 

訪問日 訪問先 

2019年 6月 20日（木） 高齢者施設（堺市堺区） 

2019年 7月 26日（金） 障がい者施設（堺市中区） 

2019年 8月 25日（日） 障がい者施設（富田林市） 

2019年 9月 30日（月） 障がい者施設（松原市） 

2019年 10月 15日（火） 介護保険サービス事業所（堺市美原区） 

2019年 11月 30日（土） 介護保険サービス事業所（堺市堺区） 

2019年 12月 14日（土） 障がい者施設（富田林市） 

2020年 1月 14日（水） 介護保険サービス事業所（堺市北区） 

2020年 2月 8日（土） 障がい者施設（松原市） 

2020年 2月 17日（月） 介護保険サービス事業所（堺市南区） 

 

 

③内容 

・2018年度に作成したマニュアルを基に財産管理サービス事業の説明を行った 
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■当日資料（金銭管理サービスの概要） 
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■当日資料（金銭管理サービスの実務） 
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■広報チラシ 
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（２） 訪問研修（コンサルティング）の実施 

 

①目的 

・研修会を実施した団体および 2018年度実施の研修会や訪問研修に参加した団体を対象に

フォローアップを行なう 

・各施設でどのように財産管理サービスを実施しているのかを把握する 

 

 

②開催日時・場所 

訪問日 訪問先 

2019年 8月 17日（土） 病院（堺市南区） 

2019年 9月 2日（月） 障がい者施設（大阪市鶴見区） 

2019年 9月 18日（水） 障がい者施設（泉南市） 

2019年 10月 24日（木） 障がい者施設（堺市堺区） 

2019年 10月 31日（木） 高齢者施設（東大阪市） 

2019年 11月 7日（木） 高齢者施設（堺市西区） 

2020年 1月 22日（木） 障がい者施設（松原市） 

2020年 2月 6日（木） 高齢者施設（堺市堺区） 

2020年 2月 18日（火） 病院（堺市中区） 

 

 

③内容 

・訪問研修会の内容を基に各事業所の実態に即した形でフォローアップ研修を行った 
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